
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 前期学校評価号「よりよい下鴨をめざして」アンケート 令和４年１０月２７日発行 

下 鴨 
京都市立下鴨小学校     電話  075-781-0382 

校 長  大橋 巧    ＦＡＸ  075-781-6976 

http: //www.edu.city.kyoto.jp/hp/shimogamo-s/ 

 

秋冷の候、保護者の皆様におかれましてはますますご健勝のことと存じ上げます。また、平素より本校教育活動にご理解と

ご協力を賜りまして誠にありがとうございます。 

前期の「よりよい下鴨をめざして」アンケートの集計ができましたので皆様にお知らせいたします。結果をもとに保護者・地

域・学校の連携をさらに進め、よりよい下鴨小学校にしていきたいと思います。 

 今年度も、京都市の学校評価システム理念のもと、これまでのご意見・ご感想を反映し、より多くの方々がそれぞれのお立場

で前期を振り返り、今後につなげていってもらえるようなものにしたいと思い、学校運営協議会開かれた学校委員会の方々と

ともに意見交流をしながら、今回の実施に至りました。本紙面には、皆様からのご意見等の全てをご紹介できていない点につ

いては申し訳ございません。閲覧希望の方は、１０月２８日（金）から 11 月 4 日（金）の間に職員室へお越しください。ご理解

ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

◎保護者自由記述欄の内容について  

◎自由記述欄についての学校からの回答・考察 

 

≪学校生活において≫ 

◎児童自由記述欄の内容について  

◎アンケート結果に対する学校の考察 

 

 児童⑱「困っていることがあれば、先
生に相談できる」については、年間2回
実施しているいじめアンケートの際に、
気になる回答についてはヒアリングして
います。今回「相談しにくい」と回答して
いる児童は、「何か抱えているのではな
いか」と考え、「早期発見」に努める必
要があると考えています。 

コロナ対策への苦労に対する教職員の健康を祈念していただいている声、登下校時のマスク着用に関
する指導の見直し等の声が届いています。 
お話の会が下鴨ホールでできるようになって、子どもたちの反応を嬉しく思うとの声も届いています。 
土曜の行事があれば、ニュースポーツを計画されれば協力したいとのお気持ちをお持ちの方もいらっし
ゃいました。 

≪新型コロナウイルス感染症関連について≫ 

≪その他≫ 

 学校ホームページの記事に対し、授業
の様子の情報提供を希望するとの声が
届いています。 
 コロナに感染した際の担任からの働き
かけについては、感謝の声、オンラインで
の学習保障の一層の充実等、様々なご
意見が届いています。 

≪学校生活において≫ 

 児童・保護者ともに、コロナへの対応に関して不安や心配の声が目立ちました。現段階では、ずいぶん落ち着きを見せて
きてはいるものの、まだまだ予断は許さないとの認識を持っています。しかし、ご意見としていただいているように、感染対策
をとりつつ、いかに弊害を減らしていくかが課題であると考えています。マスクについては、「着用すべき場面」と「着用しな
くてもよい場面」を適切に理解し、自らが熱中症等のリスクを下げることのできる力を身に付けさせていきたいと考えてい
ます。一人一人や各ご家庭の考え方も大切にしながら学校での指導を進めていきたいと考えています。 

≪学習・学校行事について≫ 

◎地域自由記述欄の内容について  

 児童⑬「外で遊んだり、スポーツをしたりしている」は
昨年度後期とほぼ同じ傾向です。新型コロナ感染拡大
防止対策として、１学期の途中まで休み時間に運動場
で遊べる時間を低高に分けていたため、朝休み・中間
休み・昼休みのいつでも外で遊ぶことを制限せざるを
得ませんでした。その影響もあってか、朝から元気よく外
遊びで体を動かす児童が見受けられる一方で、教室内
で過ごす子どもも少なからずいます。今後もコロナ対策
も踏まえながら、体を動かす機会の確保に努めていきた
いと考えています。 

≪新型コロナウイルス感染症対応について≫ 

 児童⑪「自分の考えを話せている」では、昨年度後期比＋
３．５Ｐとなっているが、６人に１人程度が「話せていない」と
回答している。日常の授業の中で、講義形式の授業になら
ないように、２～4人程度の少人数グループでの話し合いの
時間を設定することを意識していますが、今後も引き続き、
「話す」だけでなく、「何を」「どのように」「分かりやすく」話
すことの充実を目指していく必要性を感じています。 

アンケートの実施が 7 月だったことも影響していると思われますが、「感染者増加」に対する不安の声が目立ちました。
また、その声の中では、マスク着用についての声が多かったです。「マスクを外していたり、下げていたりしている人に対す
る不安」「マスクをちゃんとしてほしい」「第 7 波が来ていて山の家に行けるのか」「ワクチン接種をしていないから不安」
「室内でのマスクがしんどい」「コロナは心配だけど、気を付けて生活しています。等の記載がありました。 

 学校行事や日常の授業の中で、「体験」「経験」は大切で
す。コロナ対応に関しても、新たな対策情報を踏まえながら、
本校の状況や規模等を踏まえながら、実施の有無を含め、検
討していきます。 

水泳学習について「着衣泳の実施希望」「水泳学習のチェックカードへの押印、提出忘れの際の対応」についての声が届
いています。「着衣泳」については水難事故から身を守るためにも実施してほしいとの声でした。「チェックカードの提出」に
ついては、保護者の記入がなかったり押印を忘れたりすると、子どもが見学になってしまうのは、子どもがかわいそうとの声で
した。 
学校行事について、「中止や縮小されているので、何か補足となる課外活動または経験をさせてほしい」「徐々に校外学
習や宿泊学習等ができるようになり、親子ともに喜んでいるが、コロナが増えだし、不安や心配をしている」「今まで通りでは
なくても何とか行事をなくさず、やれる方向で考えていただければ」といった声が届いています。 
「百葉箱の温度計の故障」「読書感想文の取組の充実」「読書指導」についてのご意見もいただいています。 
 

感染症対策の弊害とも言える子どもたちの運動不足を
心配されること声が届いています。感染症対策をとりつつ、
いかに子どもたちが年齢に応じて体験すべきことをどう進
めていくかは、学校、家庭を含めて子どもたちと関わる大
人の責務であるとのご意見もいただいています。 
一方で、まだコロナへの不安・心配の声も届いています。
特にマスク着用や給食の黙食についていろいろなご意見
が届いています。 

保護者①②⑤について、昨年度後期と比較し、「よく
できている」「大体できている」の割合が下がっているの
で、学校からもホームページ等を活用し、話題提供に努
め、家庭でも学校のことが話題となるような一助となれ
ばと思います。 

「学校が楽しい」という声がある反面、友だち関
係への不安等の声が出ていました。 
「こういうアンケートがあって本当に助かってい
ます。ありがとうございます。」という記載もありまし
た。 

 

「国語や算数などが少し追いつけない」「●
●先生が授業をするととても面白く授業を進
めるからとても楽しんで授業に取り組めま
す。」といった授業に関わる声が届いています。 

 教職員の休職・退職についてのご心配や不安の声と共に担任代行担当への温かい励ましの声、
教職員に対する感謝の言葉もいただいています。また、教員の長時間勤務に関しても、少しずつで
も是正されていくことを願うとの声も届いています。 

≪その他≫ 

 学校教育活動をご理解いただき、家庭でも話題とされるこ
とは大切なことであると思います。ホームページの更新につい
ては日々の業務の都合で、やや少なくなっていたと認識して
います。更新に関して、見直し、可能な範囲で情報発信に努
めていきたいと考えています。 

複数の教職員が休職・退職していることにご心配い
ただいています。児童や保護者には、ご心配ご迷惑を
おかけし、申し訳ございません。休職中の教職員が不
在の間、新たに着任しました教職員を含め、全教職員
が力を出し合い、教育活動に支障が出ないように努
めてまいります。 
また、保護者からの声として、「教職員の働き方改
革を進めていくことに賛成」「事務負担を減らすことが
ひいては教育の充実につながる」との声もいただいて
います。電話対応終了時刻（原則 19 時又は 18 時
30分）へのご理解にも深く感謝申し上げます。 

裏面に続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 学校運営協議会理事会・開かれた学校委員会からのコメント 

【児童・保護者・地域・教職員アンケート結果】 

今回のアンケートでは、自由回答でのネガティブな記述が減少し、前向きなコメントや先生に対する感謝などのポジ
ティブな記述が増えたように思います。数値的には多少の変化はあるものの、大きな傾向は概ね変わっていません。新
型コロナの状況も３年目となり、ある意味では「慣れ」も生じているでしょうし、当たり前になってきている面もあるのか
もしれません。一部ではありますが、中止になっていた行事が復活したこと、中長期にわたる一斉休校がなくなって比較
的安定して授業ができるようになったことなどのおかげでもあるでしょう。一方で、そうは言っても、やはり三密回避やマ
スク着用、黙食など、会話や接触の制限が常態化していることで、多感な児童期にある子どもたちが友人や先生との
親密なコミュニケーションを取りにくいままであること、新型コロナ対応の業務増によって教職員の負担が増して本来
の授業や子どもたちとのふれあいにしわ寄せが来ていることも読み取れます。状況に適応しているように見えてはいて
も、子どもたちは自分の内にあるストレスに気がついていなかったり言語化できていないだけだったりするかもしれませ
ん。保護者や教職員の皆さまも同様です。子どもも大人も、少しでも心身の負担が少なくなるように、行動制限や規則
を今一度見直していく時期に来ているのではないでしょうか。 

◎学校運営協議会理事会・開かれた学校委員会からのコメント 


